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研究成果の概要（和文）：効率的な高信頼プログラムの開発には、ログ記録やアクセス制御といったあちこちに処理の
散らばる横断的関心事を他から分離し自動合成できることが望ましい。アスペクト指向プログラミングはその達成に寄
与するが、既存処理系は特定プログラミング言語に依存している。本研究では、複数言語に対する横断的関心事をモジ
ュール化可能な統一フレームワークUniAspectを実装し、Webに代表される多プログラミング言語時代の保守性や生産性
向上を達成した。試作済みの複数言語対応ソースコード処理フレームワークを対応言語について増強し、多言語に共通
して有効な横断的関心事の分離記述方法を定めたうえソースコードの合成処理を実現した。

研究成果の概要（英文）：Most existing Aspect-Oriented Programming (AOP) environments cannot deal with 
cross-cutting concerns, which are scattered on many modules implemented in two or more languages. The 
modularization of such cross-cutting concerns is necessary to achieve efficient and reliable software 
development involving multiple programming languages. This research realized a novel language-independent 
AOP framework named UniAspect; which translates programs written in various languages into common 
representations of source code. It achieves the modularization of scattered cross-cutting concerns in 
multiple languages by weaving aspects.

研究分野： ソフトウェアエンジニアリング
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１．研究開始当初の背景 
(1) 一定規模のプログラミングではしばしば
特定の要求を実現する処理が複数のモジュ
ールに散らばり、他の処理と混在して見通し
が悪く変更漏れが発生しやすいなど保守性
が低下し、結果として種々の品質の効率的な
組み入れも困難となる。例えば下の図のよう
に、保守性向上のためのログ出力コードや、
セキュリティのためアクセス制御コードは
大抵プログラムのあちこちに散らばる。この
ような横断的関心事と呼ばれる処理を AOP
はアスペクトと呼ばれるモジュールに分離
し、コンパイル時や実行時に、指定される複
数箇所に合成する。処理系として Java 言語
用の AspectJ や、代表者らが開発した
JavaScript 言語用の AOJS などがあるが特
定言語に依存している。 
 

 
(2) 近年の言語数の増大と計算機環境の多様
化を受けて、開発者によってはプロジェクト
あたり 4 以上の言語を扱うことがあり、同時
併用しなくとも要求に応じ多言語を使い分
ける必要がある多言語時代では、既存 AOP
処理系は言語横断性の欠如、統一性の欠如、
および拡張性の欠如という問題を抱えてい
る。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、多くの代表的なプログラミ
ング言語に対応し、かつ、新らたな言語へと
容易に追加可能であり合成箇所の指定方法
や合成処理方法を柔軟に拡張可能な統一
AOPフレームワークUniAspectを実現した。
当該フレームワークにより、Web に代表され
る多プログラミング言語時代の保守性や生
産性向上を達成することができる。 
 
(2) 実装にあたり、試作済みの複数言語対応
ソースコード処理フレームワークを対応言
語について増強し、多言語に共通して有効な
横断的関心事の分離記述方法を定めたうえ
ソースコードの合成処理を実現した。最終的
に有用性実証のうえで UniAspect を公開し
た。 
 
３．研究の方法 
(1) UniAspect の全体像と処理の流れの構想
を図に示す。(a)各種ソースコードの共通表

現（統合コードオブジェクトと呼ぶ）の生成
部、(b)アスペクトの解析部、 (c)合成処理
部より構成する。この構成に基づき、(1)ソ
ースコードとアスペクトファイルの入力、
(2)アスペクトファイルからコード片と合成
箇所指定情報の抽出、(3)ソースコードと抽
出コード片の統合コードオブジェクトの生
成、(4)統合コードオブジェクト上でソース
コードへコード片の合成、(5)統合コードオ
ブジェクトを逆変換しアスペクト合成済み
ソースコードの出力、を順次実施する。 
 
 

 
(2) UniAspect による問題解決の方針を以下
(3)(4)に示す。 
 
(3) 共通要素の識別による言語横断性・統一
性: 様々な言語で記述されたソースコード群
を、対応言語を増強した UNICOEN により
統合コードオブジェクトという共通表現に
変換し、その上でアスペクトの合成処理を行
うことで、言語横断性を実現した。各言語に
共通な要素を分離合成の対象とすることで、
言語によらず統一的な形式で合成箇所を指
定でき、下の図のように複数言語のコード群
に対する追加コード片の合成箇所や合成方
法を 1 つのアスペクトとして記述できる。ま
た、個々の対応言語に対する共通の AOP 処
理系としても利用できる。 
 

 
(4) 部品化再利用による拡張性: 代表者が実
現済みの部品化再利用技術を適用して、処理
系の各構成要素(a)-(c)を独立性の高いソフト
ウエア構成単位として構成し、各要素単位を
柔軟に拡張可能として全体の拡張性を高め
た。 
 
４．研究成果 
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(1) 言語の差異を吸収する統合コードオブジ
ェクト上でコード片を合成することで、世界
初の複数言語対応のコード片の統一的記述
と合成を達成する点が独創的である。例えば
クライアント・サーバ型アプリケーションの
ような複数言語開発で横断的関心事をまと
めて記述でき、生産性や保守性の向上および
セキュリティに代表される各種品質の効率
的な作り込みを達成する。 
 
(2) またUniAspectのみで複数の主要言語に
AOP 処理が可能なため、処理系のラーニング
コストを低減する。UniAspect をオープンソ
ースの形で公開し、利用者の拡張結果を収集
し継続的に対応言語拡充や拡張性改善を行
うことで、世界中の開発者や組織での効率的
かつ保守性の高いソフトウェア開発活動に
寄与することを期待できる。同時に、AOP
や関心事分離に関する今後の研究に対し、設
計方針や UniAspect 自体が言語横断性や拡
張性に関する基盤を与える。 
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